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        有料老人ホーム エリアマネージャー ＊平成２７年度数値
ご意見・ご感想・皆様の声をお聞かせください！ ４か月児健診では県よりも高いものの、幼児健診は県よりも低くなっています。
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南古谷駅北口開設に向けて平成２９年２月２５日（土）南

古谷公民館、２６日（日）古谷公民館にて地域の方への説

明会が開催されました。

また６月１１日（日）には、午前午後の２回、東部地域ふ

れあいセンター、農業ふれあいセンターにて説明広聴会が

開催されました。多くの方が参加され様々なご意見を頂き

ました。今後、都市整備課と話をしながら慎重に進めてま

いりたいと思います。
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           FC 都内１施設(世田谷区)、県内１施設(久喜市)

2015年4月  川越市議会議員選挙に挑戦し、次点にて惜敗

          通所介護３施設(さいたま市、新座市、蕨市）

         放課後等児童ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ３施設(川口市、草加市)

保健福祉常任委員会、介護保険審議会、国民健康保険運営協議会、タブレット委員会

Ｑ：県の受診状況と比較して市の現状は？

４か月児健診
１歳６か月児健診

91.9%

該当児数 受診率
94.0%
93.5%

３歳児健診 ３０５０人 93.4%

２８２２人 95.9%

３０１８人

２７４６人

91.1% ３０４８人

４か月児健診
１歳６か月児健診

県
95.9%

95.3% 93.4%

現在市では、母子保健法に基づき乳幼児に対して、４か月児健診、１歳６か月

児健診、３歳児健診が行われております。

乳幼児の健康の病気の予防と早期発見、健康の保持及び増進を図ることを目的

としており、保護者からの相談や虐待の予防の機会にもなる非常に重要なもの

です。

特に今は女性の社会進出、核家族化が進んでおり、平日は仕事をしていて、

日頃子どものことを相談できる人も限られており、また時間もなく、多くの悩みを抱えている人が多いのが現実

ではないでしょうか。

南古谷、岸町地区においても子育て世代がどんどん移り住んできており、そのような悩みを持つ保護者が多くい

るのではないかと考えられます。

そうした中で、乳幼児の健康保持はもちろん、そのような保護者を孤立させないためにも多くの人が一堂に受診

する乳幼児健診の果たす役割は非常に大きいと感じています。

Ｑ：市の受診率目標１００％に対して、過去３年間の乳幼児健診の該当児数と受診率は？
Ａ：

３１５２人 96.4% ２８６４人 93.4% ２８１９人

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度
該当児数 受診率

94.0% ２７６４人

川越市
95.5%

Ａ：他の医療機関で受診している、仕事のために都合がつかない、転出などです。
Ｑ：健診を受診しない主な理由は何か？

92.0% 91.1%３歳児健診

平成２９年６月１１日（日）に南古谷公民館にて保育課主催の南古谷保育園保護者説明会が開催されま

した。南古谷保育園は、市内１４番目の公立保育園として昭和４９年開園以来、４３年が経過してお

り、現在６９名の児童が在園しています。この度耐震診断の結果、コンクリート強度が部分的に低い状

況であると判明しました。耐震補強工事は行わずに、民間保育所等の整備状況を鑑み、また近隣園との

統合等も含めた園舎のあり方を今後検討していくとのことでした。その間の児童の安全性及び保育環境

の継続性の観点から、仮園舎を建設し、６９名の在園児を受け入れることとなりました。

今年度中に仮園舎用地選定を行い、建設工事に着工し、平成３０年７月の移転を予定しています。

仮園舎については、保護者の皆様の利便性を考慮し、現園舎近くで同等もしくはそれ以上の敷地を選定

し、建物も簡易なものではなく鉄筋造りで、来年度の新規受け入れも行っていく予定です。

在園児が友達と離れ離れになることなく、かつ安全性が確保される仮園舎建設には、私自身も３歳と０

歳の娘を保育園に通わす親としては喜ばしいことと思います。

仮園舎が子ども達・保護者にとってより良い園となるよう、今後市保育課と連携を取ってまいります。
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該当児数 受診率

【乳幼児健診について質問】

2017年7月発行
川越市議会議員

Vol,2
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南古谷保育園保護者説明会



人口減少・超高齢社会を見据え、平成３０年春に新河岸駅東西駅前広場の整備が完成することに合わせ

て、市内循環バス「川越シャトル」のルート見直しが行われました。

今回南古谷経由便、岸町一丁目経由便の新規２路線が整備され、７路線の軽微変更、４路線の統合がさ

れました。

見直しにあたっては、公募意見の他、新河岸駅東西駅前広場活用、利用者が少ない路線の統合等の見直

し、路線数１３の維持、車両数１２台維持、運行基準（運行時間30分以内、運行距離10km以内、幅員

6m以上）等を鑑みて行われております。

＊バス停は現在調整中

 です。

＊名称はルートを分か

 り易くするためのも

 ので、バス停とは異

 なります。

３２系統
新河岸駅西口→烏頭坂→川越駅東口→やまぶき会館→川越市役所→総合福

祉センターオアシス

３１系統
上福岡駅→高階市民センター→新河岸駅西口→烏頭坂→川越駅東口→川越

市役所→総合福祉センターオアシス

３０系統
南文化会館→高階市民センター→新河岸駅西口→岸町３丁目→岸町２丁目

→烏頭坂→川越駅東口→川越市役所→総合福祉センターオアシス

現在市では、対象者、回数や方法などを定めた実施要領はあるものの、具体的な状況に応じた所在

確認の方法や判断基準が明確ではなく、健康づくり支援課での所在確認までの期間も５か月～１１

か月と非常に⾧いのではないでしょうか。

大阪府では、虐待予防の観点から未受診から電話・ハガキでの促し、家庭訪問までを２か月間で実

施して、３か月後には次のステップに繋げております。

乳幼児期の１週間、１か月の時間差は影響が大きく、病気の早期発見・早期治療、そして虐待の早

期発見という観点から今後より迅速なフォロー、関係機関との連携のために、健診未受診対応ガ

イドライン策定すべきであると提案しました！

また最後に、保護者からの声として利便性向上、受診率アップのために・・・

保健センターでの受診は交通の便が悪いので公民館などの身近な施設での検診開催、午後１

時からの健診時間の見直し、土日開催の検討を提案しました。

提言②　ガイドライン策定を求める！

ここで提言①　より迅速な対応を！

４１系統

（新規）

新河岸駅東口→岸町１丁目セブンイレブン→川越駅東口→クラッセ川越→

通町→川越駅東口→新河岸駅東口（循環）

南古谷駅→東中学校→古谷市民センター→古谷小学校→グリーンパーク→

川越運動公園→埼玉医大

新河岸駅東口→わかば台→さくら堤→南古谷公民館→南古谷駅→ウニクス

南古谷前→東後楽会館→農業ふれあいセンター→埼玉医大

３４系統

（新規）

４０系統

- ２ -

Ｑ：現在、乳幼児健診未受診児対応ガイドラインなどはあるのか？

Ｑ：健診を受診しない人へのフォローはどのように行っていますか？

Ａ：対象者、方法、回数などを定めた「実施要領」に基づいて未受診対応を行っています。

Ｑ：昨年度、何名が未受診で家庭訪問となっているのか？
Ａ：平成２８年度、未受診となり家庭訪問の対象となった人数は１８２名です。内訳は、

  ４か月児健診対象乳児が２４名、１歳６か月児及び３歳児健診対象幼児が１５８名です。

Ｑ：乳幼児健診を受診していない方に対し、家庭訪問等を含め健康づくり支援課（保健セン

  ター）でフォローしている期間は？
Ａ：４か月児健診で約５か月間、１歳６か月児健診で約９か月間、３歳児健診で約１１か月間です。

Ａ：健診対象月に受診されない人に対して、ハガキ・電話にて受診促しをしています。その後、それぞ

  れ定められた健診対象期間を経過しても受診されない場合には「未受診」と定義して家庭訪問を実

  施しています。それでも所在確認できない場合には、地区担当保健師による夜間家庭訪問を実施し

  て状況把握に努め、最終的にはこども家庭科へと繋いでおります。

受診率はそれぞれ９０％を超えていて一見高いようにみえますが、該当児数と受診率とを鑑みます

と、未受診者は４か月児健診で毎年約１５０名前後、１歳６か月児健診で約１６０名前後、

３歳児健診で約２４０名前後もおり、決して少ない人数ではありません。

近年乳幼児の所在が確認出来ないまま、虐待を受けて亡くなり、遺棄され、遺体が発見されるとい

う痛ましい事件が相次いで起きております。

最近では狭山市にて３歳の女の子が両親から虐待され死亡するという事件が起きております。

狭山の事件でも死亡した女の子とその姉は乳幼児健診を受けていませんでした。

厚労省の報告では、虐待による死亡事例のうち、０歳児の割合が約６割を占めていることからも、

こうした虐待の早期発見のためにも、健診に来ない人への早期の対応が不可欠と考えます。
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＊詳しくは川越市ホー

 ムページを御覧下さ

 い。

平成３０年４月１日

運行開始予定

新

新


